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(4) 本実験では、大きく分けて 3 通りの液滴群燃焼のパターンが見られている。すなわち、液滴群内部の液滴数密
度が最初から単調に減少する場合 (Pattern A) 、一度減少が止まり、その後再び減少する場合 (Pattern B) 、
点火直後ほぼ一定で、その後、単調に減少する場合 (Pattern C) である。
(5) 火花点火を行なった時点の着目している液滴群内の液滴数密度よって最初の液滴群の燃焼形態が決められる。
(6) Pattern A は、燃焼の初期から単滴燃焼の群燃焼形態が現れている。 Pattern B は、燃焼初期には内部群燃焼
の群燃焼形態が現れ、時間経過とともに、単滴燃焼の群燃焼形態に移行している。 Pattern C は、燃焼初期に
は外部群燃焼が現れ、時間経過とともに、酸素供給がよくなり外部群燃焼から内部群燃焼、内部群燃焼から単
滴燃焼に変化している。
(7) 群火炎が崩れて酸素が供給される期間(液滴群の群燃焼形態が変わるところ)では液滴数密度と群然焼数の変
化はあまりない。
以上のように、本論文の前半では、予混合噴霧火炎の燃焼機構を解明している。また、本論文の後半では、液滴群
の詳細な燃焼挙動を明らかにしている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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